
不 均質弾性樫の内部及び表面に

起る波動に就いて

楼庭信

不均質5弾草性程に起る波動を論じた文献は砂くないが共の解式の複雑な潟と得

られた函数の性質の不確定のf矯3未だ共の議論は充分で

る問題も別iにに新しい事ではZな主いが7 従来看却されたー性質に就て迷ぺ御高教を

得たいと思ふ。

運動方程式の取扱ひ方は大僅妹、津博士の論文を踏襲し7 圏在座標，r，θ， zを

用ひ r=Oなる線源よりを芝生せる表面波型の波動を考へた。ラーメの常数九， μ

は深さ zだけの函数とし愛位成分叫叫仰を用ひて運動方程式は
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記競は普通用ひちれるものであるか読明は省く。今

A=O，切=0

に相営ずる特解を求むれぽ之は比較的容易に求められる。
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誌にCm{kr)は例次の園培函数で進行委散波を取扱ふには Hankelの第こ種

園壕函数 H'1.，m{kr)を用ふべきである。

扱 μ=μ。(1+σZ)2

の形を仮定する時は解は容易に

で典へられる O

め )=α+ι÷B，{ZMZ))

v=ν1 1二旬。2 _竺.
r 4 vo:!.σ:!. P 

裁に B は矢張り国壕函数である。

之でともかくも形式的の解は得られた事になるが此の詳細な吟味は容易で

ない。

> 
印上式より解る様にげσ2: 4p2に従って vは寅敷，零，虚数と愛化して解

く

式は甚しく異てコたものになる。

r.先宇宇無限弾性程論に移る設備的考察として一面が剛健によって密着され

他方は無限に延びてゐる場合に就いて考へる。之は一見従来弾性論で取扱はれ

て来た諸問題から見て非常に不自然な境界僚件であるが失の問題に移る議備的

な装作として我慢して載く事にする。強ひて物理的意義を奥へんとせば宇無限

大の不均質弾性樫に表面波がE芝生してゐた場合に，此の欣態を損ふ事無しに表

(1) 妹津:前掲参照i
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面に剛慢を密着させた時(か Lる相像は勿論自由である}既成の表面波はどん

な欣態で存在し得るか?叉消失するかを見る事になるとでもとれば良い。此の

場合勿論

Z →∞で愛位は零に近づかなければならない。か Lる函数としては勿論 Bv

の形として H1，J'を選むべきである。 (argumentは imaginary)

.k 
所が H1，p(守)は〈守 =i-=-(1+σZ)) v # 0 

σ 
3 _ ._... . (1) 

の範固では 'J.71"く a耶く271"の面内で零黙を有したいof!Pち此の場合に

相蛍ずる波動は存在し得無い。づまり奥へられた表面積波速度を有し輿へられ

た弾性係数の深さによる増分率を持てコ不均質弾性慢に於ては一面を剛僅で劃さ

れてゐる場合F 或特定た週期旬。σ ~2p

ぐ然かもそれは週期のみに依関する〉の表面波の性質を持てコ波動は存在し得な

い。

慮での02σ:!> 4p2 I2.Pち旬が虚数の場合も同様な考へ方で Z=Zl及び Z=Z-:.

或は Z=Zl及び、 Z =∞に於いて零Kなる殺な函数が見つかれば宜しい。

それがあったとしたら勿論 H1，p(りであれ虚数の写値に劃して H1，1)(宮)=0

ならば安定な波動が起り得る誇である。

所が F1lバ守)は虚軸の上で無数の零黙を持つ事が設明出来る。
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v=iη ç; =i~ 

と書けば η， ~は貫教となる

(1) G. 1. Taylor: Effect of Variatioll jll DellsiもYOll the S臼bili句 ofSuperpo-

sed Sもreamsof Fluids. Proc. Roy. Soc. London， (A)132'{193l). 
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今%を寅数とすれば r(n十句〕の賞部は r(n-.iのの質部(~封し rc何十iη〉

の虚部と r(n-iη〉虚部とは絶樫値等しく符銃反撃まである。‘

故に守が絞め障の虚数の時は H1，vCす)も叉純粋の虚数で
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1.2 'v r(3+付)• J J 

m，~は夫々寅部，虚部をとる意で7ε を

1 の引数とすれば H1，v(守)はF(ωη十t句η)

叫

Eド山→吋0で IhOgf5→∞となるから州向よい)は 2→0となるにつれ¥ 2  J • - J 

て段々と急:激にその附読を愛歩る。
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故に e面虚軸の土で、 HJ，v('))は無限敷の零黒占を有する事が詮明された。今か

Lる零黙を

境界面は
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なる高さにあわ此の雨平面は剛健の壁と見て宜しく弾性慢の運動を愛化さ

せない。

故にこつの商が b丈けの距離にあれば

~1-~2=kb なるが如き波長の波が停播されるo

~Dち波長は

27rb 

gl-g2 
故に bt乙或るイ直が奥へられ:~ば或る敷丈けの.特別の一群の波長が存在し得る

し一面丈けが劃されてゐる場合は線ての波長の波が存し得る事になる。

20
• 次ぎに牛無限弾性僅の問題に移る。

之は前の結果を用ひて簡単に導き出せるので表面の篠件として
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上の特性式は gが純粋の虚数であるから νが貴敷の時には根を持たない事は

容易にま登明出来る。之に反して vがm宣教の場合には無数の根を持。誇でy無数

の節子面を持つのが特長である O

寅際問題として νが虚教の場合が普遣で、あるかよ主式の事は皐たる理論的

興味に過ぎない。(昭和十年ー四月中旬〉
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